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今
号
か
ら
は
、
２
０
１
７
年
８
月
に
実
施
し
た

中
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
・
マ
ニ
教
遺
跡
の
調
査
が
主
題
と
な
る
。
最
初

に
全
体
の
旅
程
を
示
す
な
ら
ば
、

　

ウ
ル
ム
チ⇒

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン⇒

敦
煌⇒

西
安

と
、
あ
く
ま
で
イ
ラ
ン
系
文
化
の
視
点
に
こ
だ
わ
っ

て
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
「
西⇒

東
」
の
順
に
進
ん

だ
。
前
号
で
示
し
た
よ
う
に
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
、

タ
シ
ケ
ン
ト
か
ら
天
山
山
脈
の
北
側
に
抜
け
、
そ
の

ま
ま
キ
ル
ギ
ス
を
経
由
し
て
ウ
ル
ム
チ
に
到
着
し

た
の
で
あ
る
。
往
年
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
即
し
て

説
明
す
る
な
ら
ば
、
天
山
北
路
・
天
山
南
路
・
南

路
（
次
頁
の
地
図
参
照
）
の
３
ル
ー
ト
の
う
ち
、

最
も
北
辺
の
天
山
北
路
を
東
進
し
て
い
る
訳
で

あ
る
。

イ
ラ
ン
系
文
化
の
痕
跡
を
辿
る
と
の
趣
旨
か
ら

す
れ
ば
、
こ
の
ル
ー
ト
選
択
に
は
大
い
に
問
題
が

あ
る
。
イ
ラ
ン
系
遺
跡
の
多
寡
の
観
点
か
ら
論
じ

る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
が
最
も
豊
富
な
ル
ー
ト
は
、

サ
マ
ル
カ
ン
ド⇒

ザ
ラ
フ
シ
ャ
ン
河
を
遡
る⇒

ヤ
グ
ノ
ー
ブ
渓
谷⇒

パ
ミ
ー
ル
高
原⇒

カ
ー
シ
ュ

ガ
ル

と
抜
け
て
、
今
も
っ
て
東
イ
ラ
ン
語
を
話
す
ヤ
グ

ノ
ー
ブ
人
、
パ
ミ
ー
ル
人
の
間
に
分
け
入
る
天
山

南
路
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ソ
グ
ド
文
化
の
故
地

を
実
感
す
る
に
は
、
こ
の
道
し
か
な
い
。
そ
の
ま

ま
中
国
領
カ
ー
シ
ュ
ガ
ル
（
喀
什
）
に
入
れ
ば
、

そ
こ
に
は
中
国
領
タ
ジ
ク
人
（
塔
吉
克
族
）
と
呼

称
さ
れ
る
イ
ラ
ン
系
の
人
々
が
集
住
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
た
、
ソ
グ
ド
人
が
消
え
去
り
、
ホ
ー
タ
ン
・

サ
カ
人
が
消
え
去
り
、
ト
ハ
ラ
人
が
消
え
去
っ
た

今
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
最
後
ま
で
残
っ
た

イ
ラ
ン
系
民
族
の
文
化
を
実
体
験
で
き
た
筈
で

あ
る
。
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15
中
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
於
け
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
・
マ
ニ
教
遺
跡
（
ウ
ル
ム
チ
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
篇
）
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こ
こ
か
ら
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
西
部
の
ア

ク
ス
（
阿
克
蘇
）、
ク
チ
ャ
（
庫
車
）
を
経
て
ト
ゥ
ル

フ
ァ
ン
ま
で
至
れ
ば
、
現
在
の
と
こ
ろ
研
究
さ
れ

て
い
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
イ
ラ
ン
系
文
化
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
・
ル
ー
ト
を
踏
破
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
政
治
的
状
況
が
そ
れ
を
許
さ

な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
標
高
５
，
０
０
０
メ
ー
ト

ル
級
の
パ
ミ
ー
ル
高
原
に
攀
じ
登
る
体
力
は
、
筆

者
に
は
あ
り
そ
う
に
無
い
。
こ
の
ル
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
可
能
性
が
あ
る
よ
う
な
ら
、
他
日
を
期
し

た
い
。　

＊　

　

＊　

❶
ウ
ル
ム
チ
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
考
古
学

研
究
所
・
・
・
筆
者
は
イ
ラ
ン
研
究
者
で
あ
っ
て
、

中
国
に
は
甚
だ
不
案
内
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
回

の
中
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
旅
で
は
、
全
面

的
に
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
（
以
下
、
橿
考

研
）
と
奈
良
県
立
大
学
（
以
下
、
奈
良
県
大
）
の

方
々
の
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
し
た
。
尤
も
、
悪

天
候
の
為
に
、
そ
の
計
画
は
当
初
か
ら
甚
だ
し
い

齟
齬
を
来
た
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
。

　

と
云
う
の
も
、
奈
良
県
大
の
中
島
敬
介
准
教
授

と
橿
考
研
の
川
上
洋
一
研
究
員
は
、
関
空
か
ら
北

京
経
由
で
ウ
ル
ム
チ
を
目
指
し
、
筆
者
は
羽
田
か

ら
北
京
経
由
で
ウ
ル
ム
チ
を
目
指
し
、
お
互
い
に

北
京
空
港
で
合
流
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

羽
田
便
は
順
調
な
フ
ラ
イ
ト
を
続
け
た
も
の
の
、

関
空
便
は
大
阪
を
台
風
が
直
撃
し
て
い
る
と
か
で
、

著
し
い
遅
延
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
結
果
的
に
北
京

空
港
で
合
流
す
る
ど
こ
ろ
か
、
ウ
ル
ム
チ
ま
で
来

て
も
、
奈
良
県
勢
の
影
も
形
も
見
え
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　

見
ず
知
ら
ず
の
ウ
ル
ム
チ
で
単
独
行
動
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
筆
者
の
不
安
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
貴

重
な
経
験
で
あ
っ
た
。
イ
ラ
ン
系
言
語
は
ど
う
に

か
な
る
と
し
て
、
中
国
語
は
さ
っ
ぱ
り
の
人
間
が

イ
ラ
ン
語
文
化
圏
か
ら
入
華
し
た
際
の
気
分
は
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
遥
々
と
や
っ
て
き
た
往
古
の
イ

ラ
ン
系
諸
民
族
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。

自
ら
が
異
国
で
異
形
の
存
在
に
成
り
果
て
、
周
囲

N

サマルカンドサマルカンド

パミール高原パミール高原 カーシュガル

アクスアクス

天山山脈天山山脈
クチャ

天山南路天山南路
 （西域北道） （西域北道）

西域南道西域南道

ホータンホータン ニヤニヤ

ウルムチ

トルファン

崑崙山脈崑崙山脈

チベット高原チベット高原

青海湖青海湖 こ
う
が

黄
河
こ
う
が

黄
河

とんこう

敦煌
とんこう

敦煌
あんせい

安西
　　かしゅう

（瓜州）
　　かしゅう

（瓜州）
嘉峪関かよくかん嘉峪関かよくかん

酒泉しゅせん酒泉しゅせん
張掖ちょうえき張掖ちょうえき

武威ぶい武威ぶい

蘭州らんしゅう蘭州らんしゅう
西安西安

ゴビ砂漠ゴビ砂漠ハミハミ

イ
ン
ダ
ス
川

イ
ン
ダ
ス
川

カ
ラ
コ
ロ
ム
山
脈

カ
ラ
コ
ロ
ム
山
脈

タクラマカン砂漠

天山北路天山北路
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に
全
く
同
類
が
居
な
い
と
云
う
恐
怖
感
で
あ

る
・
・
・
で
き
れ
ば
、
あ
ま
り
追
体
験
し
た
く
な

い
状
況
で
は
あ
っ
た
が
。

ウ
ル
ム
チ
で
の
貴
重
な
時
間
を
空
費
す
る
訳
に

も
い
か
ず
、
と
り
あ
え
ず
橿
考
研
の
菅
谷
文
則

所
長
（
２
０
１
７
年
当
時
。
２
０
１
９
年
没
）
の

紹
介
状
を
頼
り
に
、
市
内
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
考
古
学
研
究
所
を
訪
問
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
こ
は
研
究
者
し
か
立
ち
入
れ
な
い
専
門
機
関
と

聞
く
が
、
応
対
し
て
下
さ
っ
た
呉
勇
主
任
に
菅
谷

所
長
の
紹
介
状
を
提
示
し
た
ら
、
容
易
に
入
館
で

き
た
。
日
中
国
交
回
復
後
の
第
１
期
中
国
留
学
生

だ
っ
た
故
・
菅
谷
所
長
の
人
脈
の
恩
恵
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
研
究
中
の
出
土
品
を
陳
列
し
て
い
る

各
フ
ロ
ア
を
拝
見
し
た
。

・

于
闐
（
ホ
ー
タ
ン
）
の
部

・

尼
雅
（
ニ
ヤ
）
の
部

・

楼
蘭
（
ク
ロ
ラ
イ
ナ
）
の
部

・

吐
魯
番
（
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
）
の
部

・

阿
斯
塔
那
（
ア
ス
タ
ー
ナ
）
の
部

・

亀
慈
（
ク
チ
ャ
）
の
部

・

喀
什
（
カ
ー
シ
ュ
ガ
ル
）
の
部

　

井
上
靖
の
小
説
の
中
で
し
か
お
目
に
か
か
っ
た

こ
と
の
な
い
よ
う
な
貴
重
な
収
蔵
品
を
大
量
に
見

せ
て
頂
き
、
眼
福
こ
れ
に
過
ぎ
る
も
の
は
無
か
っ

た
。
中
で
も
圧
巻
だ
っ
た
の
は
、
２
０
０
０
年
に

発
見
さ
れ
、
研
究
所
の
地
下
室
に
秘
蔵
さ
れ
た
「
楼

蘭
近
郊
の
小
河
墓
遺
跡
出
土
の
ミ
イ
ラ
群
」
で
あ

る
。「
楼
蘭
の
美
女
」
（
後
出
）
の
ミ
イ
ラ
は
世
界

的
に
有
名
だ
が
、
実
際
に
は
か
な
り
黒
ず
ん
で
損

傷
が
激
し
い
。
し
か
し
、
小
河
墓
遺
跡
公
主
の
ミ

イ
ラ
は
睫
毛
ま
で
生
え
揃
っ
て
お
り
、
白
人
系
の

顔
立
ち
を
そ
っ
く
り
残
し
て
い
た
（
因
み
に
、
こ

の
両
者
は
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
が
、
全
く
の
別

物
で
あ
る
）。
紀
元
前
２
０
０
０
年
～
１
０
０
０
年

紀
の
楼
蘭
近
郊
に
白
人
が
集
住
し
て
い
た
と
は
、

筆
者
に
と
っ
て
驚
き
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
鑑
定
の
結
果
、
そ
れ
が
イ
ラ
ン
系
ア
ー
リ
ア
人

で
も
イ
ン
ド
系
ア
ー
リ
ア
人
で
も
な
く
、
遥
か
彼

方
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
ア
ー
リ
ア
人
だ
っ
た
と
は
、

予
想
外
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
研
究
者
と
し
て
は
、
ク

チ
ャ
～
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
に
至
る
天
山
南
路
一
帯
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
言
語
を
操
っ
て
い
た
と
さ
れ
る

ト
ハ
ラ
人
（
？
～
紀
元
７
世
紀
頃
）
と
の
関
連
を

想
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
さ
す
が

に
写
真
撮
影
は
禁
じ
ら
れ
た
が
。

　

呉
勇
主
任
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
或

る
旅
行
者
は
、「
２
０
，０
０
０
元
（
１
元
は
約
17
円
）

の
大
金
を
払
う
か
ら
、
一
目
こ
の
小
河
墓
遺
跡
の

ミ
イ
ラ
群
を
見
せ
て
く
れ
」
と
申
し
出
た
も
の
の
、

研
究
所
か
ら
す
げ
な
く
断
ら
れ
た
ら
し
い
。
そ
れ

ほ
ど
価
値
の
高
い
も
の
だ
と
云
う
こ
と
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
贅
沢
な
よ
う
だ
が
、
暗
い
地
下

室
で
ガ
ラ
ス
製
の
棺
桶
に
入
っ
た
80
数
体
の
ミ
イ

ラ
群
と
向
き
合
う
と
云
う
経
験
は
、
ミ
イ
ラ
自
体

に
ど
れ
ほ
ど
学
術
的
価
値
が
あ
ろ
う
と
、
や
は
り

不
気
味
の
感
は
否
め
な
か
っ
た
・
・
・
本
来
、
青

空
と
砂
漠
に
だ
け
属
し
て
い
る
べ
き
４
０
０
０
年

前
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
白
人
の
遺
体
が
、
殺
風
景

な
研
究
所
の
地
下
室
に
安
置
さ
れ
て
物
象
化
し
て

い
る
光
景
は
、
砂
漠
よ
り
も
も
っ
と
荒
涼
と
し
た
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も
の
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
呉
勇
主
任
に
は
、
小
河
墓
遺
跡
群
の

墓
標
を
見
せ
て
頂
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
関
す
る

意
見
を
求
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
か
な
り
難
渋
し
た
。

何
で
も
こ
の
小
河
墓
遺
跡
で
は
、
男
性
の
遺
体
の

埋
葬
地
点
に
は
女
性
性
器
を
象
っ
た
墓
標
を
立
て
、

女
性
の
遺
体
の
埋
葬
地
点
に
は
男
性
性
器
を
模
し

た
墓
標
が
立
て
ら
れ
て
い
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

確
か
に
そ
れ
自
体
は
奇
抜
な
謎
だ
と
思
う
が
、
私

に
「
専
門
の
考
古
学
者
と
し
て
、
ど
う
思
い
ま
す

か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
て
も
、「
普
段
は
ペ
ル
シ
ア
語

の
文
献
を
読
ん
で
い
ま
す
」
と
し
か
答
え
よ
う
が

無
く
、
け
れ
ど
も
紹
介
状
に
は
「
奈
良
県
立
橿
原

考
古
学
研
究
所
か
ら
の
来
訪
」
と
記
し
て
あ
っ
た

筈
で
、「
そ
の
当
人
は
、
今
頃
北
京
か
ら
ウ
ル
ム
チ

に
向
か
っ
て
い
ま
す
」
と
も
言
え
ず
で
、
冷
汗
三
斗

で
あ
っ
た
。
大
伴
坂
上
郎
女
で
は
な
い
け
れ
ど
、

「
ウ
ル
ム
チ
の　

街
に
し
あ
れ
ば　

風み

や

び流
無
み　

吾
が
す
る
わ
ざ
を　

と
が
め
た
ま
ふ
な
」

で
あ
る
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
各
地

か
ら
の
貴
重
な
出
土
品
（
し
か
も
研
究
中
）
を
拝

見
し
、
滞
在
２
時
間
半
ほ
ど
で
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
考
古
学
研
究
所
を
辞
し
た
。
と
て
も
全
部
は

見
切
れ
な
い
中
、
少
な
く
と
も
イ
ラ
ン
系
と
思
し

き
遺
物
に
つ
い
て
は
メ
モ
し
た
の
で
、
筆
者
の
今

後
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
研
究
に
と
っ
て
非
常
に
有
益

な
訪
問
と
な
っ
た
。

　

＊　

　

＊　

❷
ウ
ル
ム
チ
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
博
物
館

・
・
・
然
る
後
、
午
後
か
ら
は
、
ま
た
も
菅
谷
所

長
か
ら
の
紹
介
状
を
携
え
て
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
博
物
館
を
訪
問
し
た
。
と
り
あ
え
ず
、
郭
金

龍
主
任
に
自
己
紹
介
し
、
案
内
を
乞
う
た
も
の
の
、

こ
こ
は
観
光
客
も
千
客
万
来
の
公
設
博
物
館
で

あ
っ
て
、
特
に
案
内
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
無
か
っ

た
。
一
応
、
漢
字
さ
え
読
め
れ
ば
、
４
万
点
に
及

ぶ
展
示
品
の
大
意
は
掴
め
た
の
で
あ
る
。

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
全
域
か
ら
蒐
集
さ
れ
た

貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
全
て
一
般
公
開
さ
れ

て
い
る
の
で
、
凡
庸
索
漠
、
砂
を
噛
む
が
如
き
筆

者
の
筆
に
よ
っ
て
詳
説
す
る
に
は
及
ば
な
い
。
た

だ
、
今
回
は
行
け
な
か
っ
た
ウ
ル
ム
チ
以
西
―
特

に
ク
チ
ャ
、
ホ
ー
タ
ン
、
カ
ー
シ
ュ
ガ
ル
―
に
関

す
る
展
示
品
は
、
随
分
と
参
考
に
な
っ
た
。
仮
に

現
在
こ
れ
ら
の
地
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
イ
ラ
ン

系
住
民
の
姿
は
既
に
無
く
、
現
在
で
は
ト
ル
コ
系

住
民
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
。
想
像
の
中
で

の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
西
部
の
イ
ラ
ン
文
化
を

巡
る
旅
と
な
っ
た
。

　

先
述
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
考
古
学
研
究
所

と
の
対
比
で
、
一
点
だ
け
展
示
資
料
を
取
り
上
げ

る
と
し
た
ら
、
１
９
８
０
年
に
楼
蘭
鉄
板
河
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
「
楼
蘭
の
美
女
」
の
ミ
イ
ラ
が
重

要
で
あ
る
。
こ
の
ミ
イ
ラ
は
、
小
河
墓
遺
跡
の
美

女
と
同
様
に
、
紀
元
前
２
０
０
０
年
紀
に
楼
蘭
周
辺

に
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
も
の
。
前
者
が
東
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
系
の
血
統
を
引
く
ア
ー
リ
ア
人
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
、
父
系
で
北
欧
系
の
血
を

引
く
ア
ー
リ
ア
人
で
あ
る
（
尤
も
、
母
系
で
は
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東
ア
ジ
ア
系
の
黄
色
人
種
だ
っ
た
ら
し
い
が
）。
今

か
ら
４
０
０
０
年
近
く
前
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
白

人
が
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
東
端
に
現
れ
た
痕
跡

を
目
の
当
た
り
に
す
る
機
会
を
持
て
た
こ
と
は
、

研
究
者
と
し
て
こ
の
上
な
い
奢
侈
で
あ
っ
た
。

　

＊　

　

＊　

❸
ウ
ル
ム
チ
の
国
際
大
バ
ー
ザ
ー
ル
と
中
国
の

現
存
イ
ラ
ン
系
民
族
・
・
・
斯
く
す
る
う
ち
に
、

奈
良
県
勢
か
ら
連
絡
が
入
っ
た
。
私
と
し
て
は
、

今
晩
ウ
ル
ム
チ
に
到
着
予
定
の
彼
ら
を
空
港
ま
で

出
迎
え
に
行
く
べ
く
身
構
え
た
の
だ
が
、
何
と
「
関

空
か
ら
北
京
空
港
ま
で
は
来
た
も
の
の
、
そ
こ
で

悪
天
候
の
為
に
再
度
足
止
め
さ
れ
て
い
る
」
と
の

悲
報
だ
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
何
時
ウ
ル
ム
チ
に
到

着
す
る
や
ら
、
皆
目
見
当
も
つ
か
な
い
。

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
調
査
日
程
が
ど
ん
ど

ん
遅
延
し
て
い
く
状
況
に
頭
を
抱
え
て
い
る
と
、

頼
も
し
い
こ
と
に
、
寧
夏
文
物
考
古
学
研
究
所
副

研
究
員
の
馬
暁
玲
さ
ん
が
合
流
し
て
く
れ
た
。

彼
女
は
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
と
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
の
国
境
の
街
「
塔
城
」
の
ご
出
身
。
も
う
数
キ
ロ

北
で
生
ま
れ
て
い
た
ら
、
中
国
人
で
は
な
く
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
人
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
漢
民

族
に
し
て
且
つ
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
も
あ
る
と
云

う
方
で
あ
る
。
２
０
１
６
年
８
月
か
ら
２
０
１
７

年
６
月
ま
で
橿
原
考
古
学
研
究
所
に
留
学
し
て
お

ら
れ
、
筆
者
は
こ
の
間
に
彼
女
と
の
面
識
を
得
た
。

こ
れ
で
、
言
葉
の
面
で
の
負
担
は
、
大
幅
に
軽
減

さ
れ
た
。

　

筆
者
と
し
て
は
、
何
時
到
着
す
る
と
も
知
れ
ぬ

奈
良
県
勢
を
ウ
ル
ム
チ
で
待
つ
よ
り
は
、
ト
ゥ
ル

フ
ァ
ン
ま
で
先
行
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
た

の
だ
が
、
馬
さ
ん
に
よ
る
と
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の

マ
ニ
教
遺
跡
に
足
を
踏
み
入
れ
る
に
は
、
新
疆
ウ

イ
グ
ル
自
治
区
文
物
局
の
許
可
が
必
要
だ
と
の
こ

と
。
而
し
て
、
橿
考
研
の
川
上
研
究
員
が
、
菅
谷

所
長
か
ら
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
文
物
局
宛
て
の

紹
介
状
を
持
参
し
て
お
り
、
氏
を
待
た
な
い
と
、

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
に
先
行
し
て
も
意
味
が
無
い
と
の

説
明
で
あ
っ
た
。

　

＊　

　

＊　

　

止
む
無
く
翌
日
は
、
奈
良
県
勢
を
待
つ
間
に
少

し
で
も
イ
ラ
ン
学
の
知
見
を
広
め
る
べ
く
、
ウ
ル

ム
チ
市
内
の
国
際
大
バ
ー
ザ
ー
ル
を
訪
問
し
て
、

各
民
族
の
物
産
を
拝
見
し
た
。
少
し
古
い
が
、
２

０
０
０
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
に
は
、

✓

ウ
イ
グ
ル
族
：
８
３
４
万
人

✓

漢
民
族
：
７
４
９
万
人

✓

カ
ザ
フ
族
：
１
２
４
万
人

✓

回
族
：
84
万
人

✓

キ
ル
ギ
ス
族
：
16
万
人

✓

モ
ン
ゴ
ル
族
：
15
万
人

✓

タ
ジ
ク
族
：
４
万
人

✓

満
州
族
：
２
万
人

✓

白
系
ロ
シ
ア
人
：
９
０
０
０
人

　

な
ど
、
合
計
56
の
民
族
集
団
が
存
在
す
る
。
こ

の
中
で
、
最
も
筆
者
の
関
心
を
惹
く
の
は
、
嘗
て

10
世
紀
の
頃
ま
で
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
全
域
に

Euro-NARASIA  │  SERIAL REPORT



29

特集 奈良に蒔かれた言葉と思想

住
み
着
い
て
い
た
イ
ラ
ン
系
民
族
の
最
後
の
名
残

と
も
言
う
べ
き
タ
ジ
ク
族
で
あ
る
。

　

こ
の
「
タ
ジ
ク
族
（
塔
吉
克
族
）」
と
の
名
称
は
、

中
国
政
府
が
斯
く
名
付
け
た
ま
で
で
あ
っ
て
、
実

態
と
は
少
な
か
ら
ず
乖
離
し
て
い
る
。
と
云
う
の

も
、
そ
も
そ
も
の
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
自
体
の
民
族
分

布
が
複
雑
で
、
西
イ
ラ
ン
語
の
末
裔
た
る
ペ
ル
シ

ア
語
（
イ
ラ
ン
の
ペ
ル
シ
ア
語
と
は
微
妙
に
違
う

古
風
な
ペ
ル
シ
ア
語
）
を
話
す
平
野
部
の
タ
ジ
ク
人

と
、
東
イ
ラ
ン
語
の
末
裔
た
る
パ
ミ
ー
ル
語
を
話

す
山
岳
部
の
パ
ミ
ー
ル
人
に
二
分
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
両
者
が
住
ま
う
国
家
の
名
称
が
「
タ
ジ

キ
ス
タ
ン
」
で
あ
る
以
上
、
パ
ミ
ー
ル
人
を
タ
ジ
ク

人
の
名
称
の
下
に
一
括
し
て
呼
称
し
て
可
と
す
る

立
場
も
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
厳
密
に
言
え
ば
両

者
は
別
で
あ
る
。

　

而
し
て
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
最
西
部
に

住
む
イ
ラ
ン
系
民
族
は
、
タ
ジ
ク
人
で
は
な
く
パ

ミ
ー
ル
人
で
あ
る
。
近
年
の
学
説
に
拠
れ
ば
、
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
教
祖
ザ
ラ
ス
シ
ュ
ト
ラ
・
ス
ピ

タ
ー
マ
は
パ
ミ
ー
ル
高
原
の
出
身
か
も
知
れ
ぬ
と

さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
こ
の
パ
ミ
ー
ル
文
化
に
重

大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
中
で
も
最
大
の
関
心

事
は
、
中
国
領
の
パ
ミ
ー
ル
人
―
サ
ル
カ
ー
リ
ー

族
―
が
既
に
イ
ス
ラ
ー
ム
化
し
て
い
る
の
か
（
タ

ジ
キ
ス
タ
ン
の
パ
ミ
ー
ル
人
は
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル

派
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
あ
る
）
、
或
い
は
古
代
の

古
俗
を
残
し
て
い
る
の
か
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
大
バ
ー
ザ
ー
ル
は
御
土
産
物
が
主
で

あ
っ
て
、
彼
ら
の
日
用
品
な
ど
は
扱
っ
て
お
ら
ず
、

中
国
領
パ
ミ
ー
ル
人
の
習
俗
を
推
察
す
る
に
足
る

資
料
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
時
日
が

経
つ
と
、
中
国
領
パ
ミ
ー
ル
人
は
イ
ス
ラ
ー
ム
化

す
る
か
漢
化
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
の
道
を
辿
る
と

し
か
思
え
ず
、
で
き
る
こ
と
な
ら
こ
こ
で
何
ら
か

の
資
料
を
入
手
し
た
か
っ
た
。

　

＊　

　

＊　

❹
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
・
マ
ニ
教
遺
跡
の
調
査
許
可

証
・
・
・
中
国
滞
在
２
日
目
の
午
後
に
、
奈
良
県

勢
か
ら
の
第
２
報
を
受
信
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

昨
日
北
京
発
の
中
国
国
内
便
は
大
部
分
が
欠
航
に

な
っ
て
し
ま
い
、
北
京
空
港
は
足
止
め
さ
れ
た
中

国
人
民
で
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
と
い

う
。
そ
ん
な
中
、
２
人
の
う
ち
川
上
氏
だ
け
が
、

北
京
発
ウ
ル
ム
チ
着
の
代
替
便
の
航
空
券
を
１
枚

だ
け
確
保
し
た
と
の
こ
と
。
と
り
あ
え
ず
川
上
氏

が
先
発
し
、
そ
ろ
そ
ろ
ウ
ル
ム
チ
に
到
着
予
定
と

の
確
報
を
得
た
の
で
、
こ
れ
を
待
ち
、
夕
刻
に
や
っ

と
合
流
出
来
た
。

　

こ
こ
で
、
菅
谷
所
長
の
旧
友
で
新
疆
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
文
物
局
副
所
長
の
李
軍
氏
に
ホ
テ
ル
ま
で

来
て
頂
き
、
川
上
氏
持
参
の
紹
介
状
を
見
せ
て
交

渉
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
た
紹
介
状
が
素
晴

ら
し
い
効
果
を
発
揮
し
、
無
事
に
希
望
す
る
５
ヶ

所
全
部
の
立
ち
入
り
許
可
を
頂
戴
し
た
。
そ
の

５
ヶ
所
の
マ
ニ
教
遺
跡
と
は
、

➢

　

高
昌
故
城
Ｋ
遺
跡

➢

　

高
昌
故
城
α
遺
跡

➢

　

ベ
ゼ
ク
リ
ク
千
仏
洞
第
38
窟

➢

　

勝
金
口
北
寺
３
号
遺
跡

➢

　

吐
峪
溝
遺
跡
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で
あ
る
。
ア
ク
シ
デ
ン
ト
続
き
で
は
あ
っ
た
が
、

こ
れ
で
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
・
マ
ニ
教
遺
跡
へ
の
道
が

拓
か
れ
た
訳
で
あ
る
。
早
速
、
ロ
ス
し
た
時
間
を

取
り
戻
す
べ
く
、
20
：
00
近
く
に
な
っ
て
か
ら
ウ

ル
ム
チ
を
出
発
し
、
一
路
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
を
目
指

し
た
。

　

と
い
っ
て
も
、
北
京
時
間
で
統
一
さ
れ
て
い
る

中
国
の
最
西
部
に
位
置
す
る
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
で
は
、
ま
だ
日
も
明
る
く
、
体
感
的
に
は
日

本
の
16
：
30
く
ら
い
の
印
象
で
あ
る
。
車
窓
か

ら
目
に
つ
い
た
の
は
、
無
数
の
風
力
発
電
の
風
車

だ
っ
た
。
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
盆
地
は
タ
ク
ラ
マ
カ
ン

砂
漠
の
最
北
端
に
当
た
り
、
海
抜
高
度
が
マ
イ
ナ

ス
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
下
の
盆
地
で
あ
る
。
当
然
、

周
囲
か
ら
吹
き
込
む
風
が
凄
ま
じ
く
、
風
力
発
電

に
は
も
っ
て
来
い
な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で

中
国
政
府
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
数
基
の
風
車
を

輸
入
し
て
試
し
た
後
、
夏
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
盆
地

の
膨
大
な
発
電
量
を
賄
う
べ
く
、
中
国
製
の
風
車

を
数
百
基
単
位
で
設
置
し
て
い
る
ら
し
い
。
４
～

10
世
紀
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
衝
だ
っ
た
ト
ゥ
ル

フ
ァ
ン
は
、
今
で
は
風
力
発
電
の
要
衝
と
化
し
て

い
た
・
・
・
ま
さ
に
今
昔
の
感
が
あ
る
。
所
要
３

時
間
（
１
８
０
キ
ロ
）
の
ド
ラ
イ
ブ
の
果
て
に
、

22
：
30
に
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
に
到
着
。
流
石
に
日
も

暮
れ
て
し
ま
い
、
人
口
30
万
人
の
現
代
ト
ゥ
ル

フ
ァ
ン
の
街
並
み
は
確
認
で
き
か
っ
た
。

　

＊　

　

＊　

❺
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
博
物
館
訪
問
・
・
・
中
国
滞
在
３

日
目
の
朝
、
昨
晩
の
う
ち
に
ウ
ル
ム
チ
空
港
に
到

着
し
た
奈
良
県
大
の
中
島
准
教
授
も
、
夜
を
徹
す

る
移
動
の
果
て
に
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
に
到
着
し
て
お

ら
れ
た
。
関
空
で
足
止
め
さ
れ
、
北
京
空
港
で
足

止
め
さ
れ
、
ウ
ル
ム
チ
に
到
着
す
る
や
否
や
そ
の

ま
ま
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
ま
で
飛
ば
し
て
来
ら
れ
た
訳

で
、
大
変
な
ご
足
労
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
調

査
メ
ン
バ
ー
も
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
昨
日
李
軍
氏

か
ら
頂
戴
し
た
紹
介
状
を
持
参
の
上
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
博
物
館
へ
赴
い
た
。
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手
続
き
の
筋
か
ら
言
う
と
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
文
物
局
副
所
長
の
李
軍
氏
の
紹
介
状
を
、

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
文
物
局
長
で
共
産
党
組
副
書
記
の

王
霄
飛
博
士
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得
た
上
で
、

初
め
て
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
・
マ
ニ
教
遺
跡
へ
の
扉
が

開
か
れ
る
ら
し
い
。
広
い
会
議
室
に
通
さ
れ
て
、

調
査
の
趣
旨
を
説
明
し
、
王
局
長
と
記
念
撮
影
し

て
（
写
真
１
参
照
）、
無
事
に
マ
ニ

教
遺
跡
へ
の
立
ち
入
り
許
可
を
得

た
。
中
国
で
の
調
査
は
、
中
央
ア
ジ

ア
諸
国
と
は
異
な
り
、
斯
く
の
如
く

に
や
や
こ
し
い
手
続
き
を
踏
ま
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
の
後
、
１
～
２
時
間
ほ
ど
、
薄

瑪
瑙
色
の
室
内
灯
の
中
で
博
物
館

を
見
学
し
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
遺
跡

に
関
す
る
予
備
知
識
を
仕
入
れ
た

の
だ
が
、
マ
ニ
教
遺
跡
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
た
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で
、
思

わ
ぬ
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
遺
跡
の
展

示
に
遭
遇
し
た
。
即
ち
、
交
河
故

城
の
東
南
か
ら
発
掘
さ
れ
た
康
氏
一
族
の
集
団

墓
地
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。
具
体
的
な
場

所
に
つ
い
て
は
、
博
物
館
の
展
示
プ
レ
ー
ト
を
ご

覧
頂
き
た
い
（
写
真
２
参
照
）。

　

交
河
故
城
と
言
え
ば
、
１
０
０
を
越
え
る
仏
塔
で

有
名
な
仏
教
遺
跡
で
あ
る
。
仏
塔
林
立
す
る
古
城

の
中
に
、
明
ら
か
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
出
身
の
ソ
グ
ド

人
一
族
で
あ
る
康
氏
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
集
団
墓

地
が
営
ま
れ
て
い
る
と
は
、
神
韻
縹
渺
た
る
幻
想

美
を
感
じ
さ
せ
る
光
景
で
あ
る
。
墓
誌
（
写
真
３

参
照
）
に
よ
る
と
、
魏
晋
南
北
朝
期
の
６
世
紀
末

の
も
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
６
世
紀
と
21
世
紀
を
直

に
結
ぶ
遺
跡
に
遭
遇
し
よ
う
と
は
、
研
究
者
に
と
っ

て
は
見
神
の
域
に
達
す
る
ほ
ど
の
歓
び
で
あ
る
。

写真２　トゥルファン康氏一族墓地位置

写真３　トゥルファン交河故城の康氏一族の墓誌
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筆
者
と
し
て
は
、
そ
の
影
に
、
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー

の
姿
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
展
示
方
法
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た

の
だ
が
、
集
団
墓
地
の
詳
細
図
（
写
真
４
参
照
）

を
見
る
限
り
、
埋
葬
地
点
が
人
体
の
姿
で
描
か
れ

て
お
り
、
土
葬
し
て
い
た
と
し
か
判
断
で
き
な
い
。

し
か
し
、
博
物
館
の
展
示
と
し
て
は
、
そ
の
隣
に

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
特
有
の
納
骨
器
（
写
真
５
参
照
）

が
置
か
れ
て
お
り
、
ど
う
見
て
も
こ
れ
が
康
氏
の

墓
所
か
ら
発
掘
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
に

し
か
見
え
な
い
。
こ
れ
は
、
現
地
の
発
掘
跡
を
確

認
す
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

　

而
し
て
、
午
後
か
ら
故
城
へ
向
か
お
う
と
す
る

も
、
正
午
の
気
温
の
余
り
の
暑
さ
に
、
外
出
自
体

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
何
と
、
こ
の

日
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
最
高
気
温
は
45
℃
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
火
焔
山
か
ら
吹
き
付
け

る
熱
風
を
毛
髪
で
感
じ
る
始
末
で
、
ク
ラ
ク
ラ
し

て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
明
代
に
「
火
州
」
と

称
し
た
名
称
は
伊
達
で
は
な
い
。
と
も
か
く
も
、

こ
れ
で
ホ
テ
ル
の
部
屋
に
ク
ー
ラ
ー
が
２
つ
も
設

置
さ
れ
、
夏
季
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で
膨
大
な
電
力

が
消
費
さ
れ
て
い
る
理
由
が
分
か
っ
た
。
調
査
は
、

日
が
暮
れ
て
か
ら
出
直
す
し
か
な
い
。

Euro-NARASIA  │  SERIAL REPORT

写真４　トゥルファン康氏一族墓地詳細

写真５　ゾロアスター教の納骨器
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